
報
告（
要
旨
）

新
古
今
歌
人
に
よ
る『
白
氏
文
集
』受
容 

―
『
文
集
百
首
』か
ら
―

札
幌
大
学
文
化
学
部
助
教
授
　
田
中
幹
子

　
本
発
表
は
、
鎌
倉
初
期
の
新
古
今
歌
人
で
あ
る
慈
円
と
定
家
に

よ
っ
て
詠
ま
れ
た
『
文
集
百
首
』
に
見
ら
れ
る
『
白
氏
文
集
』
の
受

容
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　『
文
集
百
首
』
の
『
白
氏
文
集
』
の
受
容
の
状
況
は
、
平
安
時
代

の
受
容
と
は
大
き
く
違
う
。
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
閑
適
詩
・
感
傷
詩
か
ら
多
く
の
題
を
選
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
は
隠
遁
生
活
へ
の
強
い
憧
れ
を
持
ち
な
が
ら
も
、
最
後
ま
で

官
僚
と
し
て
生
き
て
い
っ
た
白
居
易
の
人
生
に
慈
円
が
親
近
感
を

持
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
九
条
家
の
柱
と
し
て
の
重
責
を
つ

ね
に
感
じ
な
が
ら
、
遁
世
に
憧
れ
る
彼
の
気
持
ち
で
も
あ
っ
た
。
し

か
も
、
そ
れ
以
前
の
文
学
は
『
白
氏
文
集
』
に
学
び
、
吸
収
す
る
と

い
う
姿
勢
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
慈
円
の
そ
れ
は
漢
詩
に
和
す
る
と

い
う
い
わ
ば
互
角
の
姿
勢
で
臨
ん
で
い
る
。
よ
っ
て
作
ら
れ
た
和
歌

は
、
漢
詩
句
題
を
ど
こ
ま
で
も
契
機
と
し
て
、
あ
く
ま
で
も
自
己
の

感
情
の
発
露
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。

　
対
し
、
専
門
歌
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
つ
定
家
は
、
漢
詩
句
題
を

結
題
の
手
法
で
読
み
、
己
れ
の
感
情
を
だ
さ
ず
、
物
語
的
色
彩
を
込

め
た
芸
術
作
品
と
し
て
作
り
上
げ
た
。

A
rthur W

aley

の
白
居
易 

「
訳
」に
つ
い
て

札
幌
大
学
文
化
学
部
教
授
　
張 

偉
雄

　
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
リ
ー
（A

rth
u
r 

D
a
vid

 
W

a
ley

）

（
１
８
８
９
年
8
月
19
日
～
１
９
６
６
年
6
月
27
日
）
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
東
洋
学
者
で
あ
る
。
１
９
１
０
年
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
を
卒

業
し
、
そ
の
後
の
１
９
１
３
年
よ
り
大
英
博
物
館
に
勤
務
す
る
。
当

時
、
日
本
語
の
辞
書
を
含
む
資
料
等
が
入
手
困
難
な
時
代
に
日
本
語

と
中
国
語
を
独
学
で
習
得
し
数
々
の
翻
訳
を
行
な
っ
た
。
彼
の
翻
訳

は
今
で
も
英
語
圏
で
広
く
読
ま
れ
て
お
り
、
日
本
語
古
典
お
よ
び
中

国
語
古
典
研
究
の
先
駆
者
と
さ
れ
て
い
る
。
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ウ
ェ
イ
リ
ー
の
主
な
仕
事
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

１
９
２
１
年
～
１
９
３
３
年
に
6
巻
に
分
け
て
出
版
さ
れ
た
代
表

的
な
翻
訳
と
し
て
『T

h
e 

T
a
le 

of 
G
en

ji

』（
源
氏
物
語
）
以

外
に
も
、
１
９
１
９
年
に
『Ja

p
a
n
ese 

P
oetry,T

h
e 

'U
ta
'

』

（
日
本
の
詩
、
歌
）（（
万
葉
集
、
古
今
和
歌
集
））、
１
９
２
１
年

に
『T

h
e 

N
o 

P
la
ys 

of 
Ja
p
a
n

』（
日
本
の
能
）、
１
９
２
８

年
に
『T

h
e 

P
illow

 
B
ook

 
of 

S
ei 

S
h
on

a
g
on

』（
清
少
納

言
の
枕
草
子
）
他
多
数
。
ま
た
、
中
国
古
典
か
ら
は
１
９
３
４
年

『T
h
e W

a
y a

n
d
 Its P

ow
er

』（
老
子
の
道
徳
経
）、
１
９
３
７

年
に
『T

h
e B

ook
 of S

on
g
s

』（
詩
経
）、１
９
３
８
年
に
『T

h
e 

A
n
a
lects 

of 
C
on

fu
ciu

s

』（
孔
子
の
論
語
）、
１
９
４
２
年
に

『M
on

k
ey

』（
西
遊
記
）、
１
９
５
９
年
に
『T

h
e 

P
oetry 

a
n
d
 

C
a
reer of L

i P
o

』（
李
白
）
他
多
数
を
英
訳
し
た
。

　
ウ
ェ
イ
リ
ー
は
１
９
４
９
年
に
、『T

H
E
 
L
IF
E
 
A
N
D
 

T
IM

E
S
 O

F
 P

O
 C

H
U
-I

』（
白
居
易
）
を
上
梓
し
た
。
こ
の
本

は
そ
れ
ま
で
の
ウ
ェ
イ
リ
ー
自
身
の
白
居
易
に
つ
い
て
の
研
究
の
集

大
成
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
ウ
ェ
イ
リ
ー
は
以
下
の
よ
う
に
、
白
居

易
の
伝
記
執
筆
の
た
め
に
綿
密
な
事
前
研
究
を
し
て
い
た
。

１
　C

h
in
ese 

P
oem

s
. 
L
ow

e 
B
ros. 

L
on

d
on

, 
1916.

　
白

詩
３
首

２
　T

h
irty-eig

h
t p

oem
s b

y P
o C

h
u
-I.  B

S
O
S
, 1917.

３
　P
oem

s of P
o C

h
u
-I, L

ittle R
eview

, 1917, 

８
首

４
　P

oem
s b

y P
o C

h
u
-I, N

ew
 S

ta
tesm

a
n
, 1917

５
　F

u
rth

er 
p
oem

s 
b
y 

P
o 

C
h
u
-I, 

a
n
d
 
a
n
 
ex

tra
ct 

from
 
h
is 

p
rose 

w
ork

s, 
tog

eth
er 

w
ith

 
tw

o 
oth

er 

T
’a
n
g
 p

oem
s. B

S
O
S
 1918

６
　T

h
ree C

h
in
ese P

oem
s
. T

h
e F

oru
m
, Ju

n
e 1928.

７
　A

 
H
u
n
d
re
d
 
a
n
d
 
se

v
e
n
ty
 
C
h
in

e
se

 
p
o
e
m
s
.  

C
on

sta
b
le 

a
n
d
 
C
om

p
a
n
y 

L
td
, 
L
on

d
on

, 
1918. 

こ
の

本
のP

a
rt II

はP
o C

h
u
-I

特
集
、
白
楽
天
に
つ
い
て
の
論
説

は
7
ペ
ー
ジ
あ
り
、
59
首
白
楽
天
の
詩
が
訳
さ
れ
て
い
る
。

８
　M

ore 
tra

n
sla

tion
s
. 
F
rom

 
th
e 

C
h
in
ese. 

1919. 

白

居
易
略
年
譜
あ
り
。
白
楽
天
の
詩
　
52
首

　
中
国
文
学
史
に
お
け
る
詩
の
頂
点
は
唐
代
に
あ
り
、
そ
の
唐
代
の

詩
人
の
な
か
で
白
居
易
は
ひ
と
き
わ
光
芒
を
放
っ
て
い
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
詩
文
は
、
海
を
渡
っ
て
、
平
安
朝
の
昔
か
ら
日
本
人
に
最

も
愛
好
さ
れ
て
き
た
。『T

H
E
 L

IF
E
 A

N
D
 T

IM
E
S
 O

F
 P

O
 

C
H
U
-I

』
に
お
い
て
、
ウ
ェ
イ
リ
ー
は
白
居
易
を
そ
の
位
置
し
て

い
た
時
代
的
社
会
的
な
背
景
と
関
連
性
を
持
た
せ
、
詩
人
は
い
か
な

る
人
間
で
あ
る
か
、
い
か
な
る
知
的
生
活
を
過
ご
し
た
の
か
を
追
求

し
て
き
た
。

　
本
発
表
は
ウ
ェ
イ
リ
ー
の
白
居
易
研
究
の
軌
跡
を
追
っ
た
。
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